
[1]                   玉藻会報               令和４年３月１日 

 
                                   

ご
あ
い
さ
つ 

茨
城
県
立
麻
生
高
等

学
校
玉
藻
同
窓
会 

会
長 

横
山 

忠
市 

（
高
十
四
回
卒
） 

 

茨
城
県
立
麻
生

高
等
学
校
玉
藻
同
窓

会
会
長
の
横
山
忠
市
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員

並
び
に
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
同

窓
会
・
後
援
会
活
動
に
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

同
窓
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
二
年
間
世
界
中
で
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
一
向
に
収
束
の
兆
し
を
見
せ
ず
、
私
た

ち
の
社
会
経
済
活
動
を
脅
か
し
続
け
て
い
ま

す
。 本

校
の
同
窓
会
活
動
や
後
援
会
活
動
に
お

き
ま
し
て
も
、
昨
年
度
に
続
き
今
年
度
も
、

異
例
の
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
五

月
の
後
援
会
総
会
は
書
面
に
よ
る
議
案
の
承

認
と
な
り
、
例
年
八
月
に
実
施
し
て
お
り
ま

し
た
同
窓
会
総
会
は
今
年
度
も
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
と
、
同
窓

会
や
学
校
に
つ
い
て
親
し
く
話
し
合
う
機
会

が
持
て
な
い
で
い
る
こ
と
は
、
甚
だ
残
念
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

総
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
本
会
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
よ

う
に
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
が
様
々
な
形
で

母
校
を
支
え
る
活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
こ
と
は
、
大
変
心
強
く
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

一
方
、
教
育
の
場
に
お
い
て
も
、
様
々
な

制
限
が
な
さ
れ
、
不
自
由
で
忍
耐
を
強
い
ら

れ
る
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
本
校
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
た
く

ま
し
く
し
な
や
か
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
様
子
を
う
か
が
い
ま
す
と
、
若
者
の
持
つ

可
能
性
に
、
明
日
へ
の
希
望
を
見
る
思
い
が

い
た
し
ま
す
。 

 

部
活
動
で
は
、
陸
上
部
の
生
徒
が
、
砲
丸

投
げ
で
関
東
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

写
真
部
で
も
、
二
人
の
生
徒
が
県
の
代
表
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
東
、
全
国
に
作
品
を
出

展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
高
校
総
体
県

予
選
で
準
優
勝
す
る
な
ど
、
多
く
の
運
動
部

文
化
部
が
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
行
事
を
縮

小
・
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
、
先
生

方
や
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
話
し
合
い
を

重
ね
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
可
能
な
範

囲
で
文
化
的
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

安
全
に
実
施
し
ま
し
た
。
長
い
休
校
期

間
も
、
マ
ス
ク
が
は
な
せ
な
い
日
々
の

授
業
も
、
同
様
に
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。 

 

特
に
三
年
生
は
、
就
職
活
動
や
進
学

の
準
備
に
も
大
き
な
不
安
が
あ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
や
先
生
方
の

ご
助
力
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
忍

耐
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
大
変
な
努
力
を
し
て
き

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
忍
耐
と
努
力

は
、
必
ず
や
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
糧
と

な
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま

す
。 

 

世
界
は
い
ま
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
ま
ね
い
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
抜
け
出
す

道
を
見
い
だ
せ
な
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

未
来
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
希
望
を
失
わ

ず
、
着
実
に
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
麻
生
高

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
平
和
で
真
に

豊
か
な
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
様
の

ご
支
援
と
先
生
方
の
ご
指
導
、
保
護
者
の
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
立
麻
生
高
等
学
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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 ご
あ
い
さ
つ 

茨
城
県
立
麻
生
高

等
学
校 

校
長 

 

青
山 

泰
久 

 
 

本
年
度
よ
り
、

本
校
の
校
長
と
し

て
赴
任
し
ま
し
た

青
山
で
ご
ざ
い
ま

す
。
創
立
90
周
年
を
数
え
る
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
麻
生
高
等
学
校
に
赴
任
し
ま
し
た
こ

と
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
同
窓

会
並
び
に
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
本
校
教
育
諸
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
物
心
両
面
に
わ
た
り
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ

り
３
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
思
い

起
こ
せ
ば
、
平
成
が
発
足
す
る
と
き
に
、
記

者
会
見
で
平
成
の
意
義
を
問
わ
れ
た
当
時
の

小
渕
恵
三
官
房
長
官
は
、
平
成
と
書
か
れ
た

新
し
い
元
号
を
前
に
「
平
ら
か
に
成
る
」
と

答
え
ま
し
た
。
激
動
の
昭
和
と
言
わ
れ
た
時

代
か
ら
、「
今
よ
り
も
穏
や
か
に
時
間
が
過
ぎ

て
い
く
時
代
と
な
る
よ
う
に
」
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

実
の
平
成
は
平
ら
か
に
成
る
時
代
に
は
ほ
ど

遠
く
、
相
次
ぐ
凶
悪
事
件
や
想
定
外
の
大
災

害
が
発
生
し
、
日
々
の
生
活
の
中
で
は
頻
繁

に
「
安
心
・
安
全
」
と
言
う
言
葉
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
ア
ナ
ロ
グ

時
代
か
ら
デ
ジ
タ
ル
時
代
へ
の
変
遷
に
よ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

が
普
及
し
「
利
便
性
」
と
言
う
意
味
か
ら
は

劇
的
な
進
歩
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平

成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ
り
新
時
代
の
幕
開
け

と
な
っ
た
２
０
１
９
年
。
安
倍
晋
三
首
相
は

記
者
会
見
で
、「
春
の
訪
れ
を
告
げ
、
見
事
に

咲
き
誇
る
梅
の
花
の
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
が

明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花

を
大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う

し
た
日
本
で
あ
り
た
い
と
の
願
い
を
込
め
決

定
し
た
」
と
述
べ
、
令
和
に
は
、「
人
々
が
美

し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育

つ
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
説

明
し
ま
し
た
。
昭
和
か
ら
平
成
と
元
号
が
変

わ
り
、
平
成
の
30
年
間
を
過
ご
し
て
き
た
者

と
し
て
は
、「
令
和
」
は
本
当
に
そ
う
あ
っ
て

欲
し
い
と
心
の
底
か
ら
願
っ
て
い
た
の
で
す

が
・
・
・
。
果
た
し
て
、
多
く
の
国
民
の
期

待
を
よ
そ
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出

現
は
世
界
中
を
混
乱
の
渦
に
巻
き
込
み
、
本

来
で
あ
れ
ば
令
和
と
い
う
新
元
号
の
も
と
、

世
界
各
国
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
迎
え
盛

大
に
開
催
さ
れ
る
は
ず
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
に
な
る
と
は

誰
が
予
想
し
た
で

し
ょ
う
か
。
日
常

生
活
に
お
い
て
も

三
密
の
回
避
や
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
の
確
保
と

言
っ
た
事
が
当
た

り
前
に
な
り
、
新

し
い
生
活
様
式
の

実
践
が
推
奨
さ
れ

ま
し
た
。
世
の
中

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及

し
、
働
き
方
ま
で
が
変
わ
り
、
学
校
の
教
育

現
場
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
や
動
画
配
信
が
な
さ
れ
、
皮
肉

に
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
展
開
が
加
速
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
教
育
界
も
大
き
な
改
革

の
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
に
代
わ
る
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
」
の
実
施
、
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
来

年
度
よ
り
「
新
学
習
指
導
要
領
」
に
沿
っ
た

授
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
特
に
大
き
な
変
更

点
と
し
て
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
未
来

を
切
り
ひ
ら
い
て
い
け
る
よ
う
に
、
生
き
て

い
く
た
め
の
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
く
」

こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の
「
生
き
る

力
」
を
三
つ
の
柱
と
し
て
、 

１ 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
の
育
成

（
学
ん
だ
こ
と
を
社
会
で
活
か
す
） 

２ 

知
識
・
技
能
の
習
得
（
社
会
で
生
き
て

働
く
） 

３ 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
（
未
知
の

こ
と
に
も
対
応
で
き
る
） 

が
掲
げ
ら
れ
、
す
べ
て
の
教
科
で
こ
の
「
三

つ
の
柱
」
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の

授
業
内
容
や
教
科
書

も
新
学
習
指
導
要
領

に
沿
っ
た
内
容
に
再

編
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
ど
の
よ
う

に
学
ぶ
か
」
と
い
う

こ
と
に
も
重
き
を
置

き
、「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。 

 

本
校
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
し

っ
か
り
と
見
据
え
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
と

も
に
、
本
校
な
ら
で
は
の
特
色
を
生
か
し
な

が
ら
、
在
校
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
皆
様

の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
学
校
教
育
が
な
さ

れ
る
よ
う
教
職
員
一
丸
と
な
り
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
校
教

育
目
標
の
一
つ
で
も
あ
る
「
地
域
か
ら
評
価

さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
の
実
現

を
目
指
す
取
り
組
み
を
よ
り
活
性
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会

並
び
に
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
麻
生
高
等
学
校
の
更
な
る
躍
進
の
た
め

に
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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 令
和
三
年
度 

各
部
活
動
の
活
動
状
況 

 

◆
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

関
東
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
茨
城

県
予
選
会 
ベ
ス
ト
８ 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
茨
城
県
予

選
会 

第
３
位 

全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

茨
城
県
予
選
会 

第
３
位 

 

◆
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

関
東
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
茨
城

県
予
選
会 

ベ
ス
ト
８ 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
茨
城
県
予

選
会 

準
優
勝 

全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

茨
城
県
予
選
会 

第
３
位 

 

◆
サ
ッ
カ
ー
部 

茨
城
県
リ
ー
グ(U-

18 IFA)

４
部
リ
ー
グ 

 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
茨
城
県
大

会 
 
 

二
回
戦
敗
退 

 

第
100
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

茨
城
県
大
会 

ベ
ス
ト
16 

茨
城
県
高
校
サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会 

二
回

戦
進
出 

 

◆
硬
式
野
球
部 

 

春
季
茨
城
県
高
等
学
校
野
球
大
会 

一
回

戦 

出
場 

 

第
103
回
全
国
高
等
学
校
野
球
茨
城
大
会 

 
 
 
 

二
回
戦 

出
場 

 
第
74
回
秋
季
関
東
地
区
高
等
学
校
野
球
茨

城
県
大
会
県
南
地
区
予
選 

代
表
決
定
戦 

出
場 

 

◆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

 

関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

茨
城
県
予
選
会
県
東
地
区
大
会 

出
場 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
茨
城
県
予
選
会
県
東
地
区
大

会 

出
場 

関
東
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
茨
城

県
予
選
会
県
東
地
区
大
会 

出
場 

 

◆
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

 

関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

茨
城
県
予
選
会
県
東
地
区
大
会 

優
勝 

 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
茨
城
県
予
選
会
県
東
地
区
大

会 

優
勝 

 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
茨
城
県
予
選
会 

ベ
ス
ト
16 

 

関
東
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
茨
城

県
予
選
会
県
東
地
区
大
会 

優
勝 

 

◆
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

 

関
東
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
東

地
区
予
選
会 

第
３
位 

 

関
東
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
茨
城

県
予
選
会 

一
回
戦
敗
退 

 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
県
東
地
区

予
選
会 

出
場 

 
第
74
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会
県
東
地
区
予
選
会 

出
場 

 

茨
城
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大

会
県
東
地
区
予
選
会 

出
場 

 

◆
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

 

関
東
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
東

地
区
予
選
会 

男
子
団
体
３
位 

 

全
国
高
校
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
東

地
区
予
選
会 

個
人
の
部
１
ペ
ア 

ベ
ス
ト

16 
 

茨
城
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大

会
県
東
地
区
予
選
会 

出
場 

 

茨
城
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大

会 

出
場 

 

◆
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

 

関
東
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
東

地
区
予
選
会 

出
場 

 

全
国
高
校
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
県
東

地
区
予
選
会 

 

出
場 

茨
城
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大

会
県
東
地
区
予
選
会 

出
場 

 

◆
男
子
卓
球
部 

関
東
高
等
高
校
卓
球
大
会
県
東
地
区
予
選

会 

出
場 

 

全
国
高
校
総
体
卓
球
県
東
地
区
予
選
会 

 
 

出
場 

 

◆
女
子
卓
球
部 

 

関
東
高
等
高
校
卓
球
大
会
県
東
地
区
予
選

会 

女
子
学
校
対
抗
３
位
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝(

県
大
会
進
出)

、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
３

位(

県
大
会
進
出) 

 

全
国
高
校
総
体
卓
球
県
東
地
区
予
選
会 

女
子
学
校
対
抗
２
位(

県
大
会
進
出) 

 

全
国
高
校
総
体
卓
球
茨
城
県
予
選
会 

女

子
学
校
対
抗 

ベ
ス
ト
16 

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

茨
城
県
予
選
会 

出
場 

 

◆
男
子
弓
道
部 

関
東
高
校
弓
道
大
会
県
東
地
区
予
選 

団
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関東大会の様子  

体
３
位 

個
人
３
位 

関
東
高
校
弓
道
大
会
県
予
選 

出
場 

全
国
高
校
弓
道
選
抜
大
会
県
予
選 

出
場 

県
東
地
区
高
校
弓
道
冬
季
大
会 

出
場 

茨
城
県
高
校
弓
道
冬
季
大
会 

中
止 

 

◆
女
子
弓
道
部 

関
東
高
校
弓
道
大
会
県
予
選 

出
場 

全
国
高
校
弓
道
選
抜
大
会
県
予
選 

出
場 

県
東
地
区
高
校
弓
道
冬
季
大
会 

団
体
３

位 

個
人
３
位 

茨
城
県
高
校
弓
道
冬
季
大
会 

中
止 

 

◆
男
子
陸
上
競
技
部 

 

茨
城
県
県
東
地
区
高
等
学
校
陸
上
競
技
対

抗
選
手
権
大
会 

400m

４
位  1500m

８
位

400mH

５
位 

3000mSC

３
位  4×

100mR

６

位 
4×

400m

７
位  

走
高
跳
２
位
４
位
５
位 

砲
丸
投
３
位 

茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権

大
会 

出
場 

400m 
400mH 

3000mSC 
4

×
100mR 

4×
400mR 

走
高
跳 

砲
丸
投 

 

茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
新
人
大
会 

400mH 

Ｂ
決
勝
６
位 

 

県
東
地
区
高
等
学
校
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

５km 

１
位 

 

◆
女
子
陸
上
競
技
部 

茨
城
県
県
東
地
区
高
等
学
校
陸
上
競
技
対

抗
選
手
権
大
会 

100m

３
位
５
位  200m

６

位  400m

８
位   3000m

４
位  100mH

２
位 

4×
100mR

４
位 

4×
400mR

４
位 

砲
丸
投
１

位 

円
盤
投
１
位 

茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権

大
会 

出
場 

100m 
200m 

100mH 

4×
100mR 

4×
400mR 

400m

８
位 

砲
丸

投 

円
盤
投 

 

茨
城
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

出
場 

砲
丸
投 

 

茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
個
人
選
手
権

大
会 

砲
丸
投 

４
位 

 

関
東
高
等
学
校
選
抜
新
人
選
手
権
大
会 

出
場 

砲
丸
投 

 

茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
新
人
大
会 

砲
丸
投 

４
位 

100mH 

Ｂ
決
勝
８
位 

 

 

◆
書
道
部 

第
22
回
⾼
校
⽣
国
際
美
術
展 

書
の
部 

          

佳
作
２
名 

第
43
回
ふ
れ
あ
い
書
道
展 

筆
都
大
賞
１

名 

特
選
２
名 

奨
励
賞
４
名 

敢
闘
賞
１

名 

茨
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧 

会
書
道
の
部 

奨
励
賞
１
名 

入
選
６
名 

 

◆
演
劇
部  

第
35
回
茨
城
県
高
等
学
校
演
劇
祭
第
38

回
県
東
地
区
大
会 

優
良
賞 

 

校
内
公
演 

２
回
（
視
聴
覚
室
） 

 

◆
写
真
部  

第
28
回
写
真
甲
子
園2021 

応
募 

 

茨
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧

会
写
真
展 

優
秀
賞
２
名
（
全
国
１
名
・
関

東
１
名
） 

入
選
７
名  

第
43
回
よ
み
う
り
写
真
大
賞 

中
高
生
フ

ォ
ト
部
門 

応
募 

 

校
内
「
文
化
部
展
示
発
表
会
」
作
品
展
示 

 

第
196
回TopEye

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

応
募 

 

◆
吹
奏
楽
部 

県
東
地
区
プ
レ
コ
ン
ク
ー
ル2021 

参
加 

第
34
回
茨
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
東

地
区
大
会
出
場 

優
秀
賞 

 

第
24
回
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
い
ば
ら
き
一
次

審
査
出
場 

佳
良
賞
４
名 

優
秀
賞
１
名

（
県
東
区
代
表
） 

 

校
内
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」「
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」「
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス

ト
」「
文
化
部
展
示
発
表
会
」
で
の
演
奏 

 

◆
美
術
部  

茨
城
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧

会
絵
画
の
部 

入
選 

４
名 

 

校
内
「
文
化
部
展
示
発
表
会
」 

作
品
展

示 

 

◆
ア
ー
ト
部 

校
内
「
文
化
部
展
示
発
表
会
」 

作
品
展

示 

 

◆
文
芸
部  

文
集
『
七
つ
星
』
の
制
作 

校
内
「
文
化
部
展
示
発
表
会
」 

作
品
展

示 

 

◆JRC

部 

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動 

麻
生
幼
稚
園
と
の
交
流
（
保
育
体
験
・
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト
） 
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私
と
麻
生
高
校 

 

茨
城
県
立
麻
生
高

等
学
校 

教
諭 

 

沼
尻 

聡
美 

 

教
室
の
窓
か
ら

見
え
る
澄
ん
だ
空

と
霞
ヶ
浦
、
非
常
階
段
か
ら
眺
め
る
夕
焼
け

に
染
ま
る
霞
ヶ
浦
と
筑
波
山
（
冬
は
富
士
山

も
）、
母
校
へ
戻
っ
て
き
て
、
再
び
こ
の
美
し

い
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
こ
の
上

な
い
喜
び
で
あ
る
。
懐
か
し
い
景
色
と
共

に
、
か
つ
て
高
校
生
だ
っ
た
頃
の
記
憶
も
よ

み
が
え
っ
て
く
る
。 

 

私
が
麻
生
高
校
に
進
学
を
決
め
た
の
は
、

祖
父
・
父
・
母
・
姉
と
麻
生
高
校
出
身
で
何

と
な
く
高
校
と
言
え
ば
麻
生
高
校
と
い
う
認

識
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
小
中
と
打
ち

込
ん
で
き
た
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
続
け
た
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
中
学
三
年
の
と
き
、
高
校

生
の
試
合
を
見
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
新
人

戦
県
大
会
決
勝
で
水
海
道
二
高
と
大
接
戦
を

繰
り
広
げ
る
先
輩
方
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
見

た
。
そ
の
あ
ま
り
の
か
っ
こ
よ
さ
に
、
私
も

こ
の
中
で
や
っ
て
み
た
い
と
強
く
思
っ
た
。

一
方
で
私
は
大
学
に
進
学
し
た
い
と
考
え
て

い
た
の
で
、
体
力
の
無
い
自
分
が
勉
強
と
部

活
動
を
両
立
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
不
安
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
歴

代
の
先
輩
方
に
は
部
活
動
と
両
立
し
て
国
立

大
に
現
役
合
格
し
て
い
る
方
も
い
て
、
私
も

文
武
両
道
で
三
年
間
頑
張
ろ
う
と
覚
悟
を
決

め
て
入
部
し
た
。 

 

い
ざ
高
校
生
活
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
入

試
を
見
据
え
た
模
試
や
課
外
、
予
備
校
の
先

生
を
呼
ん
で
の
講
習
会
で
己
の
学
力
の
足
ら

な
さ
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
部
活
動
で
は
下
手

く
そ
な
上
に
気
も
利
か
ず
先
輩
に
注
意
さ
れ

て
ば
か
り
で
、
私
っ
て
何
に
も
で
き
な
い
な

…
と
自
分
が
選
択
し
た
道
の
厳
し
さ
を
思
い

知
っ
た
。
そ
こ
で
、
部
活
も
勉
強
も
共
倒
れ

に
な
ら
ぬ
よ
う
時
間
の
使
い
方
を
見
直
し

た
。
担
任
の
Ｔ
先
生
に
自
分
の
行
き
た
い
大

学
と
そ
こ
に
合
格
す
る
た
め
に
は
ど
う
頑
張

れ
ば
良
い
の
か
相
談
し
な
が
ら
、
ス
キ
マ
時

間
を
無
駄
に
し
な
い
こ
と
や
、
平
日
は
最
低

三
時
間
、
休
日
は
五
時
間
勉
強
す
る
こ
と
を

目
安
に
時
間
を
や
り
く
り
し
た
。
部
活
が
終

わ
っ
て
家
に
着
く
の
が
だ
い
た
い
夜
八
時
、

そ
こ
か
ら
ご
は
ん
や
お
風
呂
を
急
い
で
済
ま

せ
、
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
は
勉
強
、
そ
し

て
就
寝
。
こ
れ
が
平
日
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
だ

っ
た
。
正
直
、
練
習
で
疲
れ
て
寝
た
い
と
き

や
、
監
督
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
怒
ら
れ
て
ど
ん

底
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
な
ど
、
め
げ

そ
う
に
な
る
と
き
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
歴
代
の
先
輩
方
は
こ
れ
を
乗
り
越
え

た
と
思
う
と
私
も
負
け
た
く
な
か
っ
た
の

で
、
大
学
に
合
格
し
て
都
会
で
華
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
る
た
め
、
と
未
来
の
キ
ラ

キ
ラ
し
た
自
分
を
何
と
か
イ
メ
ー
ジ
し
て
こ

の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
継
続
し
た
。
辛
く
て
苦

し
く
て
涙
を
流
す
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
が
、

思
い
返
せ
ば
実
に
充
実
し
た
日
々
で
あ
っ

た
。 

 

入
学
当
初
、
担
任
の
Ｔ
先
生
が
仰
っ
て
い

た
「
自
分
に
し
か
語
れ
な
い
三
年
間
を
過
ご

し
て
下
さ
い
。」
と
い
う
言
葉
を
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
。
当
時
は
、
Ｔ
先
生
は
国
語

の
先
生
だ
か
ら
ポ
エ
ミ
ー
だ
な
あ
、
く
ら
い

に
し
か
思
わ
な
か
っ
た
が
、
時
が
経
つ
に
つ

れ
、
そ
の
言
葉
の
本
当
の
意
味
が
分
か
る
よ

う
に
な
っ
た
。
麻
生
高
校
で
過
ご
し
た
あ
の

三
年
間
が
、
こ
れ
ま
で
の
私
を
ど
れ
ほ
ど
励

ま
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
悩
み
立
ち
止

ま
っ
た
と
き
に
思
い
出
す
の
は
、
い
つ
も
高

校
時
代
で
あ
る
。
あ
の
と
き
や
り
遂
げ
た
自

分
な
ら
、
今
回
だ
っ
て
頑
張
れ
る
。
永
遠
に

終
わ
ら
な
い
メ
デ
ィ
シ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
よ
り
怖

い
も
の
な
ん
て
な
い
。
そ
う
思
う
と
自
然
と

背
筋
が
伸
び
て
、
前
を
向
け
る
。
い
わ
ば
、

高
校
生
活
は
私
の
芯
の
部
分
な
の
で
あ
る
。 

 
教
員
と
い
う
立
場
で
母
校
に
戻
っ
て
き
た

こ
と
で
、
己
の
至
ら
な
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る

と
共
に
、
か
つ
て
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

が
い
か
に
偉
大
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
る
。

英
語
の
面
白
さ
に
気
づ
か
せ
て
下
さ
っ
た
Ｙ

口
先
生
、
受
験
勉
強
で
行
き
詰
ま
っ
て
い
る

と
的
確
な
助
言
を
し
て
下
さ
っ
た
Ｎ
沢
先

生
、
数
学
が
と
こ
と
ん
で
き
な
い
私
を
優
し

く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
Ｓ
谷
先
生
…
、
そ
ん

な
先
生
方
に
今
度
は
教
員
と
い
う
立
場
で
ご

指
導
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
幸

せ
で
あ
る
。
生
徒
と
し
て
教
員
と
し
て
麻
生

高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
次
の
世
代
へ
と
繋
げ

て
い
け
る
よ
う
、
今
後
も
精
進
し
て
い
き
た

い
。 

                   



[6]                   玉藻会報               令和４年３月１日 

 
 

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 
交
通
安
全
標
識 

 

令
和
三
年
七
月
十
五
日
（
木
） 

株
式
会

社 

田
崎
技
術 
代
表
取
締
役 

田
崎 

翼

様(

本
校
卒
業
生)

よ
り
、
本
校
の
教
育
環
境

整
備
の
一
助
と
な
る
よ
う
、「
交
通
安
全
標

識
」
を
ご
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

敷
地
内
の
複
数
個
所
に
設
置
し
、
生
徒
及

び
教
職
員
、
保
護
者
ほ
か
来
校
者
の
校
内
で

の
車
両
走
行
に
係
る
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
交
通
事
故
の
未
然

防
止
等
、
安
全
面
の
確
保
が
で
き
た
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

製
氷
機 

 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
（
金
）
箕
輪

リ
ー
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

箕
輪 

直

輝 

様(

本
校
卒
業
生)

よ
り
、
本
校
の
教
育

環
境
整
備
の
一
助
と
な
る
よ
う
、「
製
氷
機
」

を
ご
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

体
育
館
の
玄
関
脇
に
設
置
し
、
体
育
授
業

や
運
動
部
活
動
、
学
校
行
事
等
で
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
本
校
生
徒
・
教
職
員

の
熱
中
症
等
予
防
な
ど
の
健
康
・
安
全
管
理

面
の
更
な
る
向
上
が
図
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

建
友
玉
藻
会
か
ら
花
の
贈
り
物 

  

令
和
三
年
十
二
月
十
二
日(

日)

、
本
校
卒

業
生
で
建
設
・
造
園
に
携
わ
る
方
々
に
よ
り

結
成
さ
れ
て
い
る
「
建
友
玉
藻
会
」
の
皆
さ

ん
か
ら
、
美
し
い
葉
ボ
タ
ン(

１
５
０
本)

と

パ
ン
ジ
ー
（
３
５
０
本
）
を
提
供
し
て
頂
き

ま
し
た
。
今
回
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
校
舎
前
面
の
花
壇
に
た
く
さ
ん
の
花

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
茨
城
新
聞
に
も
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
一
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
非
日
常
の

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
建
友
玉
藻
会
の

皆
さ
ん
か
ら
は
、
き
れ
い
な
花
と
と
も
に
安

ら
ぎ
と
優
し
さ
も
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
を
実
施 

 

令
和
三
年
十
二
月
六
日(

月)

、
啓
示
（
さ

と
し
）
会
の
協
力
を
得
て
、
現
在
教
職
員
を

さ
れ
て
い
る
本
校
卒
業
生
の
方
々
を
お
招
き

し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
本
校
体
育
館
で
一
年
生
に
「
生
教
員
を

目
指
し
た
き
っ
か
け
」
や
「
仕
事
の
や
り
が

い
」
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

              

東
京
玉
藻
会
よ
り 

  

東
京
玉
藻
会
（
箕
輪
光
博
会
長
）
は
、
本

校
を
卒
業
し
、
現
在
東
京
近
郊
に
在
住
す
る

同
窓
会
員
の
集
ま
り
で
す
。
今
年
度
の
総
会

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
例
年
十
二
月
の
第

一
土
曜
日
に
総
会
を
開
催
し
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
つ
ら
い

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
今
ま
で
見
過
ご
し
て

い
た
当
た
り
前
の
日
常
の
中
に
、
幸
せ
や
喜

び
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
事
に
改
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
す
。
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

「
学
校
」「
家
庭
」
と
い
う
場
所
を
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。 皆

様
の
健
康
と
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
禍

の
収
束
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 


